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協定締結の目的

◼ 東海村では、今後10年の本村産業の目指す姿と、さらにその先の中長期的な将来予測も踏まえ、

令和７年３月に「東海村産業振興ビジョン」を策定しました。

◼ 同ビジョンに基づき令和８年３月に策定した「東海村スタートアップ支援施策基本構想」にて、東海

村が有する原子力・量子分野を中心とした研究機関の集積という強みを背景とした、スタートアッ

プ創出・誘致によるイノベーション創出の方向性と、必要となる支援機能を整理しました。

◼ この基本構想の具現化（支援メニューの具体化、拠点の必要性・機能・規模・立地、事業手法、管理

運営体制、概算事業費など）について、より具体的な検討を行う必要があるとともに、イノベー

ションの源となる研究資源・人材・技術シーズを保有する研究機関、大学等関係機関が同じ方向

で推進していく仕組みが重要です。

◼ そのため、本基本構想を踏まえ、以下に示す5者で議論する場を設け、スタートアップ支援施策を

具体化し、段階的な事業化を進めていきます。

スタートアップ支援施策の具体化を協議していく機関
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東海村スタートアップ支援施策基本構想における将来像イメージ

◼ 研究機関や大学から得られたニーズを踏まえ、東海村におけるスタートアップ創出の将来像をイメージとし
て整理しています。

◼ 図では、研究・教育機能と地域の産業振興機能が連携しながら、スタートアップの創出や企業誘致、人材育成
が進む姿を示しています。研究施設や教育機関を中心とした拠点に、企業活動や生活環境の機能が加わる
ことで、イノベーションが生まれやすい環境を整備することを想定しています。

◼ この将来像は現時点での方向性を示したものであり、今後は関係機関と協議を行いながら具体的な実現方
法を検討していきます。

産業振興 × 地域活性化

スタートアップの創出・オフィス提供

スタートアップ事業促進支援

企業立地先としての魅力向上・増加

誘致・税制優遇・立地補助

マッチング機能

メンタリング・コンシェルジュ

OB/OG人材によるアドバイザリー

宿泊機能

研究・教育環境のオープン化 ×
原子力人材育成× 研究支援

スタートアップ企業創出
エネルギー・原子力関連企業誘致

研究・教育機能の集積拠点

交流機能

資金確保・提供体制

入居企業用オフィス 入居企業用用地

機能連携

飲食・物販機能 子育て支援機能

公共交通機能

各機関のニーズを踏まえた「将来像イメージ」

研究・教育環境の
オープン化

原子力人材の育成

科学技術教育の提供、地域貢献

研究・教育環境

宿泊機能
講義室

共用設備の貸し出し

人材育成プログラム

研究者・学生の暮らしの質の向上

地域交流機能


